
平成28年 6月27日 

全国農業協同組合連合会 

      営農販売企画部 

         輸出推進課 

 平成27年度補正における青果物輸出特別支援事業に係る海外フロンテア
市場販売促進活動について、下記のとおり報告いたします。 

対象国・地域          ： アメリカ（ロサンゼルス）   

農林水産省 

生産局長 殿 

平成27年度 青果物輸出特別支援事業（平成28年度実施）に係る海外フロンテア市場販売
促進の支援報告書 

実施期間        ： 平成28年 6月16日～ 6月20日 
 

（フェアに係る出張  ：  平成28年 6月15日～ 6月20日） 

「ロサンゼルスながいもフェア」 
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アメリカ販売促進活動 

１．『ロサンゼルスながいもフェア』について 

（１）期間    ：平成28年6月16日（木）～6月20日（月） 

（２）場所    ： 

（４）内容    ：          平成２７年度ＪＡグループ品目別輸出実績の中、ながいもが４，０００トン弱で
あった。そのうちアメリカ向けは半分ほど占める。一方、近年中国産のながいも
の品質はよくなり、アメリカへの輸出は増えている。価格的に日本産の半分ほど
で市場の争奪戦が繰り広げられている。長年日本産ながいもの普及に協力して 

くれた輸入会社を応援するために、今回の販促イベントを企画した。 

実施店舗は韓国系スーパー５店舗、中国系スーパー４店舗。英語による 

商品説明チラシを作成し利用者へ配布。また、韓国系スーパーに韓国語しゃべ
れるプロモーター、アジア系スーパーに中国語しゃべれるプロモーターを 

配置し、試食を勧めた。また、印刷したレシピを参照に各店舗で試食食材を 

調理の上、試食を勧めた。 

ながいもの出荷内容は以下のとおり： 
①出荷日程 

   ４月２２日、東京倉庫へ納品。 

     4月３０日、東京港出港。 

      5月１１日、アメリカロングビーチ港到着。 

②出荷内容 

  （青森県産） 
  ＪＡゆうき青森        ２４０ケース 

  ＪＡ十和田おいらせ      ８０ケース 

  ＪＡおいらせ          ４８０ケース 

  ＪＡ青森八戸         ４００ケース 

  （北海道） 
  ＪＡ十勝川西         ２００ケース 

  合計             １，４００ケース（１４，０００ｋｇ） 
 

1.Hannam（Torrance） 
2.Market World(HANNAM） 
3.Greenland Market 

4.AR Supermarket（GG） 
5.AR Supermarket （Fullertyon） 
6.Good Fortune Supermarket 

7.Good Fortune Supermarket(SG) 

8.Shun Fa(SG) 

9.Cali Mart 

 （３）出席者 ：  Ｔ Ｆｒｅｓｈ Ｃｏ．（アメリカの輸入会社） Ｌｉｌｙ 専務、Ｎｉｎａ担当 

           ㈱メグ（日本の輸出会社） 林社長、陳担当 

           全農 営農販売企画部輸出推進課 遠藤、渋谷        



英語による商品説明チラシを印刷。 



3 現地で作成したDM 
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輸入会社の倉庫での着荷検品 

中国産のながいもが品質がよくなって脅威的な
ライバルとなっている。 

韓国系スーパー代表例。 

中国産の進出について説明
する輸入会社責任者。 

フェア会場セッティング。 

フェア関連画像記録： 
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巡回１店舗目、全農職員による販促。 

フライパンで両面焼きしたスライスながいもを試食に勧める。 

巡回２店舗目、オールジャパ
ン用販促資材と産地提供販
促資材で売り場作り。 

全農印刷した日本産青果物
のパンフレット英語版を消費
者に手渡し。 
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プロモーターによる試食勧め。 

巡回３店舗目の売り場、フェア用商品説明チラシと全農作成レシピ資料を併用。 

巡回４店舗目売り場、青果物販売コーナーの一角にフェア会場を設置。 

印刷した商品説明チラシ（英
語）で消費者に説明。 
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巡回５店舗目売り場、来場の親子に試食を勧める現地プロモーター。 

中国系スーパー代表例。 

ながいも・牛乳ジュースにし
て試飲を進める。 

巡回６店舗目売り場、オールジャパン用販促
資材でフェア会場作り。 

新メニューで消費者の興味を引く工夫。 
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巡回７店舗目の売り場。 

プロモーターによる試食販売状況 

蜂蜜で調味料にながいもの試食。 

商品補給。青森と北海道産同時販売。 
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巡回８店舗目の売り場作り、店舗ポスターと併用してフェア会場装飾。 

プロモーターによる試食販売状況 

中国産ながいもは日本産の
半額以下で販売している。 
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巡回９店舗目売り場、オールジャパン用販促資材でフェア会場
作り。中国系来場者は真剣に商品選びしている。 

４．所感   

５. フェアの成果及び今後の進め方 

 全農はいままでアメリカで展示会の中、日本産ながいものを宣伝してきたが、直接販売につながる 

機会がなかった。今回輸入会社への応援で１コンテナの販売ができ、また、試食フェアにより、 

日本産の知名度を上げ、増加中の中国産との差別化を図ることが重要と感じた。 

 今回のフェア会場は韓国系および中国系住民の多いところのため、薬膳文化が浸透している。 

薬用効果のあるながいもはますます料理に取り入れるチャンスが増えそうだ。日本産安心安全のイメージを 

アピールしながら、メニュー提案による試食フェアを通じて中国産との差別化を図っていく。 

次回は１０月ごろ、輸入会社の要望により、ヒューストン市で販促フェアを企画する。 

また、北海道及び青森の産地担当を交えて情報交換会を設け、中国産対応策および日本産連携について 

打ち合わせる予定。 

                                                          以上 

  


